
 

 

 

 

 

【夏のアブ・サシバエ 吸血昆虫対策について】 

猛暑を越え、牛も疲れてくる時期になりました。乳牛にとってアブやサシバエの吸血は大

きなストレスです。作業者にも不快なストレスを与えます。秋以降の乳生産を落とさないた

めにも、できる対策を緩めずに継続しましょう。 

□ ハエ類の生態 
今日みかけるサシバエ・アブは 2 週間前の卵からの発生と推定されます。 

主な産卵場所は新鮮糞やジメジメした場所で産卵、成虫後、数回産卵

があります。1 回の産卵数は 50 個～150 個/回と多く、成虫サイク

ルでは温度にもよりますが、卵から幼虫→さなぎを経て成虫になるま

でに約２週間です。本年は、少雨で高温が続き吸血昆虫にとって生き

残りやすい夏であると考えます。今期も成虫が産卵を繰り返す期間

は対策が必要です。 

□ ハエ類を減少させる対策 

□ 環境整備でサシバエの生息域を潰す 

 こまめな除糞、水や飼料がこぼれた場所の掃除、泥ねい化防止などの環境整備が基本で

す。また、吸血したサシバエは牛舎周辺の雑草を休憩場所として移動するため、敷地内の雑

草管理も大切です。 【お問い合わせ先：宗谷農業改良普及センター01634-6-1414】  
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図１ ハエの発生サイクル 
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